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検査内容変更のお知らせ 

 
謹啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、下記検査項目につきまして、検査内容の変更をさせていただくこととなりまし

たのでお知らせ致します。 
何卒宜しくご了承賜りますようお願い申し上げます。 
                                   敬 具 
 2007 年 3 月 
 

【記】  

検査内容変更項目                       
 

ＰＩＶＫＡ-Ⅱ（ＥＣＬＩＡ） 
インスリン様成長因子結合蛋白 3 型（IGFBP-3） 

イオン化カルシウム 

リゾチーム（血清） 
レジオネラ抗体 
遊離 HCG-β（尿中） 

水銀（血液・尿） 
プレグナンジオール（P2） 
プレグナントリオール（P3） 

テストステロン（尿中） 
第Ⅷ因子インヒビター 
第Ⅸ因子インヒビター 
 

変更期日：2007 年 3 月 31 日(土)受付分より 
 

詳細につきましては裏面をご参照下さい。 
 

お問い合わせは最寄りの営業所 または、

本社・研究所にお願いいたします。 本社・研究所：東京都町田市鶴間５４１番地２
                ＴＥＬ ０４２（７９５）６０００



❏変更内容          

項目名 変更内容 新 旧 備考 

ＰＩＶＫＡ-Ⅱ（ECLIA) 報告下限 5 以下 mAU/ml 10 未満 mAU/ml 報告下限値の見直し 

検査方法 ＲＩＡ2 抗体法 ＩＲＭＡ 

基準値（参考値）μｇ/ml 
年齢 

男子 女子 
年齢 基準値（参考値）μg/ml 

基準範囲 

0 

1～2 

3～4 

5～6 

7～8 

9～10 

11～12 

13～14 

15～16 

17～19 

20 以上 

0.91～2.12 

1.02～2.50 

1.25～2.56 

1.50～2.98 

1.76～3.62 

1.99～3.41 

2.01～4.31 

2.69～4.16 

2.55～4.59 

2.62～3.51 

1.90～3.89 

0.83～2.24 

1.33～2.19 

1.41～3.25 

1.66～2.91 

1.90～3.20 

1.86～4.70 

2.30～4.39 

2.62～4.96 

2.47～4.52 

2.44～5.20 

1.99～3.19 

1 未満 

1～3 未満 

3～5 未満 

5～7 未満 

7～9 未満 

9～11 未満 

11～13 未満 

13～15 未満 

15～17 未満 

17～35 未満 

35～70 未満 

1.45～2.61 

1.64～3.22 

1.74～3.73 

1.76～4.03 

1.78～4.43 

2.33～4.91 

2.75～5.15 

2.99～5.00 

2.43～5.70 

2.29～4.17 

2.17～4.05 

ＩＧＦＢＰ-3 

報告下限 0.20 以下 μｇ/ｍｌ 0.20 未満 μｇ/ｍｌ 

現行試薬の販売中止 

基準範囲 2.41～2.72 mEq/l 2.24～2.58 mEq/l 
イオン化カルシウム 

所要日数 7～10 日 5～8 日 

基準範囲 5.0～10.0 μg/ml 3.4～8.6 μg/ml 

報告下限 0.0 μg/ml 1.0 未満 μg/ml リゾチーム（血清） 

所要日数 3～7 日 5～12 日 

測定試薬の変更 

基準範囲 256 倍未満 128 倍以下 

検体必要量 血清 0.2ml・凍結 血清 2.0ml・凍結 レジオネラ抗体 

所要日数 6～12 日 15～23 日 

検査内容の見直し 

遊離ＨＣＧ-β(尿) 保存方法 凍結 冷蔵 添付文書に準拠 

水銀（血液・尿） 所要日数 6～12 日 5～19 日   

Ｐ２ 所要日数 6～9 日 4～8 日   

Ｐ３ 所要日数 6～9 日 4～8 日   

テストステロン(尿) 所要日数 4～11 日 5～9 日   

第Ⅷ因子ｲﾝﾋﾋﾞﾀｰ 所要日数 3～7 日 3～10 日   

第Ⅸ因子ｲﾝﾋﾋﾞﾀｰ 所要日数 3～7 日 3～10 日   

 


